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1. はじめに
　広域的な地震災害直後の混乱期において，被災地内部からの情報発信に依存した被害状況の早期把握は，非
常に困難であり，その後の救命，救援活動の遅れを招きかねない．被災地内部からの情報に頼らず，被害状況
の情報収集が可能な，リモートセンシング技術の利用は有効と考えられる．この中で，ヘリコプターからの空
撮映像は，発災直後からの撮影が比較的容易であることから，この映像を利用して被害分布の把握が可能とな
れば，非常に有効な情報となりうる．
　筆者らは，これまでに，空撮ハイビジョン映像を利用し，1995 年兵庫県南部地震（以下　神戸地震とする）
の被害建物の目視判読 1)，木造被害建物を画像処理により自動抽出する方法 2)について検討を行ってきた．本
検討では，前報の検討結果 2)をもとに，テクスチャ解析による被害建物地域の抽出を試みる．

2. 方　法
　本検討で使用した空撮映像は，NH Kが地震発生の 10日後に高度 300m，撮影角度 30～45度（鉛直方向を基
準として）を保持し，ハイビジョンカメラにより撮影したものである．本検討では, この映像の中から西宮市
の被害判読エリア（地域 A）の 1コマを画像ファイルに変換し使用した．
　前報の手法では，木造被害建物の瓦や葺土，木材などの混在状況，あるいは倒壊建物でみられる瓦礫状態を，
エッジ強度，エッジ強度の分散，色相およびこれらの適当な閾値を用いて表現し，被害建物を定量化した．こ
の結果を基に，被害建物に存在する画素の抽出を行った図-1で
は，大きな被害を受けた建物地域において，多くの画素の抽出
を確認した．本検討では，点情報であるこれらの抽出画素をも
とに，テクスチャ解析を利用した空間的変換処理を行い 3)，被
害建物地域を抽出する．
　抽出画素の密度が高い領域は，倒壊建物地域と考えられるこ
とから，テクスチャ解析の特徴量として｢局所領域における抽出
画素の割合｣を求める．各々の局所領域において算出された割合
は，この領域の中心画素の値とし，画像全体においてこの値を
算出する．なお局所領域は，画像上で最も小さな建物（31×31

画素）の大きさとする．ただし，斜め上方から撮られた画像で
あることから，建物一棟の大きさが画像上部と下部で異なる．
このため，分解能を考慮して，図
-2に示すように局所領域を画像上
部から下部にかけて，31×31画素
から62×62画素へと線形的に変化
させる．各画素における計算結果
を基に，適当な閾値を求め，被害
建物領域の抽出を行う．

3. 結　果
　図-3に，被害建物領域として抽
出された結果を赤着色で示す．ま
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図-2　テクスチャ解析における局所領域の考え方

図-1　前報の手法により抽出された被害
　　　建物に存在する画素(赤着色)2)



た，図-4に建物被害地上調査データ4), 5)及び目視被害判読結果に基づく全壊，倒壊建物の分布を示す．両結果の比
較により，ほぼすべての倒壊建物と，全壊建物の一部が，本手法により抽出可能であることが確認された．
　次に，同様の手法，指標に基づき，西宮市の別の地域（地域 B）を撮影した画像から，被害抽出を試みた結
果を図-5に示す．また，この地域の実被害分布を図-6に示す．この結果においても，倒壊建物については，ほ
ぼ抽出可能であることが確認された．しかし，鉄道の軌道のバラストや，緑地と地面の境界部においても，被
害画素が抽出されている．これは，本検討の抽出手法の限界を示しており，抽出指標の追加，あるいは GISデ
ータから建物領域の特定を行うなどにより，被害抽出結果を更に選別する必要がある．

4. まとめ
　神戸地震後の空撮ハイビジョン画像から作成された，木造被害建物に存在する画素の分布図をもとに，テク
スチャ解析を用いて，被害建物領域を抽出した．この結果，倒壊建物地域をほぼ抽出可能であることを確認し
た．ただし，軌道のバラスト部などについても被害地域として抽出されたことから，今後の検討では，抽出精
度の向上，あるいは GISを併用した抽出結果の再選別手法の開発が必要である．また，非木造建物の被害抽出
手法についても検討の必要がある．
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図-3　画像解析による被害建物の抽出結果（地域 A） 図-4　建物被害地上調査データ，空撮画像目視
判読に基づく被害建物の分布（地域 A）
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図-5　画像解析による被害建物の抽出結果（地域 B） 図-6　建物被害地上調査データ，空撮画像目視
判読に基づく被害建物の分布（地域 B）
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